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の面では「新型大国関係」をアメリカに示し、信頼を求めたが、アメリカ側の消極的な態
度を見て、「一帯一路」戦略を打ち出し、中央アジア・ヨーロッパ志向へと政策転換した。
「動」の面では、自国の核心的利益をさらに広い範囲で強調するようになった。アメリカ
による「航行の自由」の圧力の下、「東海防空識別圏」を設立、南シナ海での埋め立てを開
始して、2015年に完了し、さらに軍事基地まで作るなど、南シナ海での実効的な管理を強
めた。 
 第七章では、これまで論じてきた内容をまとめている。中国はオバマ政権が打ち出した
「アジア太平洋回帰」政策に対して、最初から複雑かつ慎重な態度をとった。「言」の面で
は、「G2」、「戦略的再保証」などにあまり積極的ではなかったが、一貫してアメリカとの
交流を深めたいという願望を示し、「新型大国関係」などの理念を提出して、アメリカから
の信頼を求めた。「動」の面では、三沙市を設置、東海防空識別区を設立し、南シナ海で埋
め立てを完成する等、アジア太平洋地域での存在感を拡大していた。そのやり方は中国の
アメリカに対する認識に基づいていたのである。アメリカがアジア太平洋に集中する意図
はあったとしても、現実には、中東問題、朝鮮の核問題、クリミア危機後のロシアとの関
係問題などの複雑な国際背景の下、中国・アジア太平洋地域に集中できないと判断した。 
しかし、現在の中国の自国に対する位置づけはグローバル経済大国であり、目標は地域
レベルの軍事大国でとなることであるから、アメリカと世界の覇権を争うつもりもないし、
その実力もないのである。 
 
 
 
